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足し、その活動が基盤となって、2012 年 4 月か
らN市の事業として「かんがェるー」事業とし
て新たに出発することになったものである。
２．事例１の担当者は、木下幸典である。
３．事例 2の担当者は、木下幸典である。
４．事例 3の担当者は、宮崎薫である。
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